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市
長
が
示
す 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組

表紙　丸太から生まれる芸術品
　３月２・３日、「チェンソーアートミーティングin
中津江村」が鯛生金山で行われました。５回目を
迎える今大会には、全国から18人が参加し、丸
太をチェーンソーで巧みに切り出して作るチェ
ーンソーアートを披露しました。



市
政
執
行
の
基
本
方
針

　
昨
年
、
日
田
市
は
７
月
の
豪
雨
に
よ

る
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
市
民
の
安
全

を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
経
済
状
況
は
昨
年
５

月
に
日
田
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
株
式

会
社
が
操
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
明
る

い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
商
工
会
議

所
が
実
施
し
た
市
内
企
業
の
景
気
動
向

調
査
に
よ
る
と
、
景
況
感
の
先
行
き
に

対
す
る
不
安
は
根
強
く
、
慎
重
な
見
方

が
続
く
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
田
市
の
現
状
や
こ
れ

ま
で
の
取
組
、
新
た
な
課
題
等
を
踏
ま
え
、

25
年
度
の
市
政
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

日
田
市
の
活
性
化
に
向
け
て
、
昨
年
の

課
題
に
災
害
復
旧
を
加
え
た
６
つ
の
項

目
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
６
つ
の
最
重
要
課
題

　
水
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
復
興

　
昨
年
７
月
の
二
度
に
わ
た
る
豪
雨
に

よ
り
、
市
内
の
河
川
や
道
路
、
農
地
や

林
道
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
現
在
、
国
の
査
定
業
務
が
終
了
し
、

順
次
復
旧
工
事
の
発
注
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
資
材
不
足
や
技
術
者
の
不
足
な
ど
懸

念
材
料
も
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
最
優

先
課
題
に
位
置
付
け
、
国
や
県
に
対
し

て
は
早
期
完
了
を
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
市
の
施
工
事
業
に
つ
い
て
は
重

点
的
に
予
算
を
配
分
し
、
25
年
度
中
の

完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
民
参
加
に
よ
る

　
　
　
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
自
分

た
ち
で
決
め
る
と
い
う
自
治
の
原
則
」

に
立
ち
返
り
、
市
民
や
議
会
、
行
政
の

役
割
や
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、

25
年
度
中
の
「
自
治
基
本
条
例
」
制
定

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
出

向
き
、
併
せ
て
市
幹
部
職
員
に
よ
る
「
出

前
懇
談
会
」
も
開
催
し
、
市
政
情
報
の

提
供
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
地
域
の
問

題
解
決
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
や

組
織
化
の
支
援
な
ど
に
も
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

市
の
水
郷
Ｔ
Ｖ
と
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
者
と
の
デ
ー
タ
放
送
設
備
の
共

同
利
用
に
よ
り
、
均
一
な
行
政
情
報
、

防
災
情
報
等
を
発
信
し
ま
す
。

　
将
来
を
見
据
え
た

　
　
　   

行
財
政
改
革
の
推
進

　
平
成
17
年
の
市
町
村
合
併
か
ら
８
年

が
経
過
し
、
合
併
に
よ
る
財
政
的
な
優

遇
措
置
の
期
限
も
終
わ
り
に
近
づ
く
こ

と
か
ら
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
構

築
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
「
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
」

の
着
実
な
推
進
に
よ
る
行
財
政
改
革
を

進
め
ま
す
。

　
取
り
分
け
、
各
種
事
業
や
施
策
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
事
業
精
査
等
に
よ
り
健
全
な
財
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
る
水
道

料
金
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
の

料
金
体
系
を
変
更
し
た
上
で
、
簡
易
水

道
や
給
水
施
設
の
料
金
を
こ
れ
に
合
わ

せ
て
統
一
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
料
金
負
担
の
激
変
を
緩
和

す
る
た
め
の
経
過
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
温
泉
旅
館
等
に
つ
い
て
は
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
公
共
施
設
の
在
り

方
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
が
、
老
朽
化

し
た
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
改
修
と
併
せ
、
博
物
館
と
市
所
蔵
美

術
品
の
収
蔵
庫
な
ど
を
併
設
し
た
複
合

文
化
施
設
と
し
て
の
改
修
を
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
田
市
土
地
開
発
公
社
に

つ
い
て
は
、
将
来
に
大
き
な
負
担
を
残

さ
な
い
た
め
、
25
年
度
中
に
解
散
し
ま
す
。

　

　
人
が
い
き
い
き
と
輝
く

　
　
　
　
　
　
　 

日
田
の
創
造

　
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
経
済
の
活
性
化
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
農
業
や
林
業
、
観
光
業

な
ど
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
振
興
は
も

と
よ
り
、
日
田
の
特
性
や
資
源
を
生
か

し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
地

域
産
業
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
設
立
し

た
「
日
田
市
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連

携
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
支
援
し

ま
す
。

　
地
場
産
品
や
観
光
商
品
を
始
め
と
し

た
「
日
田
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
と
販
路

拡
大
な
ど
、
「
ひ
た
」
を
売
り
込
む
た

め
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
京
、
大
阪
、

広
島
な
ど
を
対
象
に
し
た
事
業
と
最
大

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
福
岡
を
対
象
と

し
た
事
業
と
の
２
つ
に
絞
り
込
ん
で
整

理
再
編
し
、
戦
略
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ト
リ
ア
日
田
周
辺
の
市
街

地
中
心
部
が
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
の
検
討
や
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　 

日
田
づ
く
り
の
推
進

　
昨
年
の
大
水
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と

と
も
に
防
災
対
策
を
強
化
し
ま
す
。
　

　
そ
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
や
九
州

北
部
豪
雨
を
教
訓
と
し
、
災
害
想
定
を

根
本
的
に
見
直
し
た
上
で
「
地
域
防
災

計
画
」
を
改
訂
し
ま
す
。

　
災
害
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
に
つ

い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地
域

の
解
消
や
、
県
と
の
シ
ス
テ
ム
統
合
等

に
よ
り
、
迅
速
で
確
実
な
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
河
川
情
報
の
把
握
の
た
め

の
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
増
設
し
、
情
報
収

集
も
強
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
「
共

助
」
の
取
組
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
、
災
害
時
の
必
要
資
機
材

や
備
蓄
品
の
充
実
な
ど
今
後
の
出
水
期

に
向
け
て
万
全
の
体
制
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

る
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
昨
年
か

ら
拡
充
し
た
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
新
た
に
策

定
し
ま
す
。

　
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
学
び
、
遊
べ
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
大
山
小
中
学
校
を
始
め

学
校
施
設
の
計
画
的
整
備
も
行
い
ま
す
。

　
水
郷
ひ
た
の

　
　
　 

水
と
森
づ
く
り
の
推
進

　
「
水
郷
ひ
た
」
は
最
も
代
表
的
な
日

田
の
代
名
詞
で
あ
り
、
本
市
の
川
や
森

は
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

　
「
水
」
と
「
緑
」
の
再
生
に
よ
る
「
水

郷
ひ
た
」
の
創
造
を
柱
と
し
た
環
境
施

策
を
展
開
し
、
水
郷
ひ
た
の
清
流
を
後

世
に
残
す
た
め
の
条
例
の
制
定
に
取
り

組
む
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
水
質
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

森
林
や
木
材
な
ど
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
に
よ
る
発
電
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な

活
用
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
だ
け
に
頼

ら
な
い
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
す
る

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
ま
す
。

　
「
大
山
ダ
ム
水
源
地
整
備
計
画
」
に

基
づ
く
、
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公

園
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
の
完
成
に
向

け
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
以
上
の
６
つ
の
重
要
課
題
を
重
点
に

25
年
度
の
市
政
に
取
り
組
み
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
具
体
的
な
政
策
と
し

て
実
行
す
る
た
め
、
第
５
次
日
田
市
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
設

定
し
た
６
つ
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

着
実
に
遂
行
し
、
将
来
都
市
像
「
人
と

自
然
が
共
生
し
、
や
す
ら
ぎ
・
活
気
・

笑
顔
に
満
ち
た
交
流
都
市
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

〜
潜
在
的
な

　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
〜

　
日
田
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
昨
年
の
大
水
害
か
ら
の
復

旧
が
最
優
先
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

将
来
を
見
据
え
て
日
田
の
素
晴
ら
し
い

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
バ
シ
ョ
な
ど
を
武
器
に
、

戦
略
的
に
攻
め
に
出
る
施
策
も
重
要
で
す
。

　
日
田
市
に
住
む
み
ん
な
が
こ
の
ま
ち

に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
様
の
力
を
信
じ
、
勇
気
と

情
熱
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
ま
い
進
し

て
い
き
ま
す
。

平成25年度施政方針

市長が示す　まちづくりへの取組
２月26日開会の平成25年第１回市議会定例会で原田市長が平成25年度の施政方針を述べました。
１年間の市政運営に対する基本的な考え方や予算についての方向性を示す、施政方針の概要をお知らせします。

25
年
度
の
最
優
先
課
題

平成25年度施政方針
市長が示すまちづくりへの取組
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平成25年度当初予算

性質別グラフ 目的別グラフ

平成25年度

平成25年第１回市議会定例会で議決された
平成25年度当初予算の概要についてお知らせします。

当初予算
　平成25年度一般会計当初予算は402億
2,381万円となり、前年度と比較して約
21億1,129万円増加しました。

市の自主財源は約３割

　一般会計の歳入は、国や県に頼った依
存財源が71.3％、市でまかなう自主財源
が28.7％となっています。

■依存財源と自主財源
　自主財源の割合が高いほど、歳入の使
い道を決める際に、市の自主性が高く
なります。

特別会計は、特定の事業を行うために一般会計と区別して設けられています。
日田市には11の特別会計と水道事業会計があります。

一般会計歳出

特別会計
企業会計予算額

会計区分 予算額 会計区分 予算額

災
害
復
旧
費
と
土
地
開
発
公
社
の
解
散

経
費
で
一
時
的
に
大
き
な
財
政
負
担

　
「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
グ
ラ
フ
は
、

共
に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

　
平
成
24
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧
・

復
興
を
図
る
た
め
の
災
害
復
旧
費
や
将
来
の
財

政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
土
地
開
発
公
社
の

解
散
経
費
で
一
時
的
に
大
き
な
財
政
負
担
を
伴

う
た
め
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

5.5
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
性
質
別
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

較
し
た
場
合
、
人
件
費
が
５
億
４
２
1
9
万
円

の
減
額
、
扶
助
費
が
１
２
３
７
万
円
の
増
額
、

普
通
建
設
事
業
費
が
12
億
９
０
４
9
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
時
的
な
災
害
復
旧
事

業
費
及
び
土
地
開
発
公
社
の
解
散
経
費
を
除
い

た
予
算
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

4.4
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
公共下水道事業

8億7,232万円
7億263万円
8億5,404万円
11億6,369万円

3,634万円
2億2,976万円

405万円
5億8,911万円

95億4,312万円
8億5,874万円
63億9,488万円
1億8,462万円
7億2,803万円
1,597万円

23億2,314万円
水道事業

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

人件費
55億557万円
（13.7％）

普通建設事業費
52億4,072万円
（13.0％）

物件費
49億7,161万円
（12.4％）

災害復旧事業費
12億7,256万円
（3.1％）

補助費等
52億444万円
（12.9％）

貸付金
10億5,973万円
（2.7％）

その他
4億3,172万円
（1.1％）

繰出金
45億2,075万円
（11.2％）

扶助費
69億5,512万円
（17.3％）

公債費
50億6,159万円
（12.6％）

歳出

402億
2,381万円

用

語

説

明

・
一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計

の
う
ち
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を

計
上
す
る
会
計

[

歳
入]

・
市
税
…
「
市
民
税
」
「
固
定
資
産
税
」

「
た
ば
こ
税
」
「
軽
自
動
車
税
」
な

ど
の
税
金

・
地
方
交
付
税
…
市
町
村
が
等
し
く
事

業
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

・
地
方
譲
与
税
…
国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
等
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
、

交
付
さ
れ
る
お
金

・
分
担
金
及
び
負
担
金
…
地
方
公
共
団

体
等
の
事
業
で
利
益
を
受
け
る
人
に

負
担
し
て
も
ら
う
お
金

・
国
・
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特

定
の
事
業
に
対
し
て
国
又
は
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金

・
市
債
…
市
の
借
入
れ
金
で
償
還
が
２

年
以
上
に
わ
た
る
も
の

・
繰
入
金
…
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て

い
た
お
金
を
取
り
崩
し
て
収
入
と
す

る
お
金

[

歳
出]

■
性
質
別

・
人
件
費
…
職
員
や
特
別
職
の
給
与
、

議
員
の
報
酬
な
ど

・
扶
助
費
…
高
齢
者
や
児
童
な
ど
に
対
し

て
行
う
様
々
な
支
援
に
必
要
な
経
費

・
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
元
金
及
び

利
子
の
償
還
に
要
す
る
経
費

・
普
通
建
設
事
業
費
…
公
共
施
設
の
新
・

増
設
な
ど
に
必
要
な
経
費

・
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

・
補
助
費
等
…
補
助
金
の
交
付
や
負
担

金
の
拠
出
に
必
要
な
経
費

■
目
的
別

・
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費

・
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関

す
る
経
費

・
民
生
費
…
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対

す
る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援
な

ど
の
経
費

・
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、

健
康
増
進
な
ど
の
経
費

・
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
の
た

め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の

経
費

・
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の

た
め
の
経
費

・
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど

の
建
設
、
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費

・
教
育
費
…
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

施
設
、
体
育
施
設
な
ど
の
建
設
・
整

備
・
運
営
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

・
災
害
復
旧
費
…
土
砂
崩
れ
な
ど
、
災

害
が
起
き
た
箇
所
の
現
状
復
帰
の
た

め
の
経
費

民生費　112億6,191万円（28.0％）

公債費　50億6,159万円（12.6％）

教育費　42億2,076万円（10.5％）

土木費　35億7,346万円（8.9％）

総務費　68億165万円（16.9％）

衛生費　27億4,664万円（6.8％）

商工費　16億7,816万円（4.2％）

農林水産業費　15億9,785万円（4.0％）

消防費　15億2,266万円（3.8％）

災害復旧費　12億7,256万円（3.1％）

議会費
3億2,557万円
（0.8％）

その他
5,350万円
（0.1％）

労働費
1億750万円
（0.3％）

一般会計歳入

市税
74億889万円
（18.4％）

地方交付税
134億2,000万円
（33.4％）

市債
60億710万円
（14.9％）

国庫支出金
50億693万円
（12.4％）

県支出金
30億4,100万円
（7.6％）

繰入金
16億7,424万円
（4.2％）

諸収入
13億2,834万円
（3.3％）

地方消費税交付金
6億7,700万円
（1.7％）

使用料及び手数料
6億6,954万円
（1.7％）

分担金及び負担金
4億1,274万円
（1.0％）

その他の依存財源
1億5,350万円（0.3％）

その他の自主財源
3,453万円
（0.1％）

　　

　
　
　
　
　
　
　

　　
　　自主財源

28.7％
　
　
　

　　

　
　

　　
　　　　　　

　
　
依
存
財
源

71.3％　　　

歳入

402億
2,381万円

地方譲与税
3億9,000万円（1.0％）
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平成25年度当初予算

本年度の主な事業
　４・５ページでお知らせした平成25年度当初予算に基づき、平成24年７月の豪雨からの早期
復旧・復興を最優先課題に位置付け、次の主要事業に取り組みます。
【問合せ】財政課財政係☎２２‐８６３４（市役所４階）

水
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
復
興

　
平
成
24
年
７
月
の
豪
雨
で
被
災
し
た
農

地
、
農
業
用
施
設
、
林
道
、
作
業
道
、
市

道
、
管
理
河
川
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。

市
民
参
加
に
よ
る

　
　
　
　
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

自
治
基
本
条
例
制
定
事
業

　
市
民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
、
自
治
体
が
自
主
的
・
主
体
的

に
市
民
の
意
思
を
反
映
し
た
市
政
運
営

を
行
う
た
め
に
、
自
治
基
本
条
例
の
制

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

志
民
人
材
創
出
事
業

　
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
を
用
い
て
解
決
す
る
た
め
、
地
域
や
グ

ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
人
材

の
育
成
、
団
体
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　
　
行
財
政
改
革
の
推
進

日
田
市
土
地
開
発
公
社
清
算
事
業

　
土
地
の
先
行
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
日
田
市

土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
た
め
、
公

社
の
借
入
金
の
代
位
弁
済
な
ど
を
行
い

ま
す
。
　
　
　
　 

25
億
７
８
１
０
万
円

人
が
い
き
い
き
と
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
日
田
の
創
造

市
街
地
中
心
部
賑
わ
い
創
出
事
業

　
市
中
心
部
の
有
効
活
用
の
た
め
、
活
性

化
策
の
調
査
・
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

７
２
２
万
円

実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の

創
出
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
日
田
市
雇

用
創
造
協
議
会
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

８
９
０
万
円

日
田
市
商
店
街
等
活
性
化
支
援
事
業

（
空
き
店
舗
対
策
事
業
）

　
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
開

業
す
る
も
の
に
対
し
て
店
舗
賃
借
料
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
　
　
１
０
０
０
万
円

地
場
産
品
流
通
対
策
事
業

　
東
京
・
大
阪
・
広
島
の
主
要
都
市
に

向
け
、
地
場
産
品
の
販
売
促
進
や
販
路

開
拓
な
ど
を
行
い
ま
す
。１

５
０
０
万
円 

25
年
度
の
最
優
先
課
題

日
田
ブ
ラ
ン
ド
福
岡
戦
略
事
業

　
福
岡
・
北
九
州
生
活
圏
で
の
地
場
産

品
の
販
売
促
進
や
販
路
開
拓
な
ど
を
行

い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
昨
年
か
ら
拡
充
し
た
助
成
対
象
を
継
続

し
、
子
供
の
保
健
の
向
上
と
子
育
て
家
庭

に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
図
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
整
備
・
統
合
事
業

　
防
災
行
政
無
線
の
再
配
置
及
び
難
聴

地
域
へ
の
増
設
を
行
い
ま
す
。

１
億
５
２
５
３
万
円

PI CK  UP

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
日
田
づ
く
り
の
推
進

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　 

事
業
計
画
策
定
事
業

　
市
民
の
子
供
・
子
育
て
に
係
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
新
制
度
開
始
に
向
け
た

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

水
郷
ひ
た
の

　
　
　
水
と
森
づ
く
り
の
推
進

市
有
林
活
用
モ
デ
ル
事
業

　
市
有
林
の
一
部
を
間
伐
し
、
林
間
わ
さ

び
ほ
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
森

づ
く
り
大
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
市
有

林
へ
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。

田
来
原
公
園
整
備
事
業

　
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

災
害
備
蓄
拠
点
整
備
事
業

　
災
害
発
生
時
に
必
要
な
資
機
材
や
避

難
時
に
必
要
な
食
料
・
毛
布
な
ど
の
備

蓄
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
　
２
２
４
０
万
円

自
主
防
災
組
織
活
性
化
事
業

　
自
治
会
等
の
防
災
備
品
購
入
や
訓
練

に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
自
主
防
災
組

織
の
活
性
化
を
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
校
舎
等
新
増
改
築
事
業

　
校
舎
等
の
耐
震
化
と
小
中
一
貫
校
（
大

明
・
津
江
・
大
山
）の
新
設
等
を
行
い
ま
す
。

公共土木施設災害復旧事業
　　　　　 ６億２,０６５万円

林地及び林業用施設災害復旧事業
　　　　 ２億６,２３１万円

農地及び農業用施設災害復旧事業
　　　   ３億８,９６０万円

自治基本条例制定事業
１３９万円

志民人材創出事業
　　　　 １４８万円

日田ブランド福岡戦略事業
　２,８００万円

子ども・子育て支援事業計画策定事業
４００万円

緊急情報伝達体制統合事業
６０８万円

子ども医療費助成事業
１億９,５８０万円

自主防災組織活性化事業　４９８万円
小中学校校舎等新増改築事業

９億５,４５６万円

市有林活用モデル事業
１,８４９万円田来原公園整備事業　５億円

防
災
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
整
備
事
業

　
河
川
災
害
に
対
し
て
、
よ
り
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
河
川
沿
い
に
Ｗ
ｅ
ｂ

カ
メ
ラ
を
６
台
増
設
し
、
情
報
収
集
の

強
化
を
行
い
ま
す
。
　
　
４
０
０
０
万
円

緊
急
情
報
伝
達
体
制
統
合
事
業

　
防
災
情
報
に
つ
い
て
、
ひ
た
防
災
メ
ー

ル
及
び
水
郷
Ｔ
Ｖ
デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
迅

速
か
つ
確
実
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
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「第４次日田市行政改革」実行プラン

「
第
４
次
日
田
市
行
政
改
革
」

　
　
　
実
行
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト

厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
対
応

　
日
田
市
の
財
政
状
況
は
、
地
方
税
の

減
収
や
社
会
保
障
に
係
る
経
費
の
増
加

に
加
え
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
地
方
交

付
税
の
優
遇
措
置
が
終
了
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す

■
改
革
の
視
点
そ
の

　[

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築]

進
む
少
子
高
齢
化
（
人
口
減
少
）

　
　
　
　
　
　
社
会
へ
の
対
応

　
少
子
高
齢
化
（
人
口
減
少
）
の
進
行
は
、

人
口
構
成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大

き
く
変
化
さ
せ
、
税
収
の
減
少
や
周
辺

地
域
で
顕
著
な
地
域
活
力
の
低
下
な
ど

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す

■
改
革
の
視
点
そ
の

　[

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
行
政
運
営]

地
方
分
権
社
会
へ
の
対
応

　
今
後
は
地
域
主
権
改
革
に
よ
り
、
自

治
体
の
担
う
役
割
と
責
任
が
ま
す
ま
す

増
大
し
て
い
く
た
め
、
自
己
決
定
・
自

己
責
任
に
基
づ
く
自
立
し
た
行
政
運
営

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
公
共
と

の
連
携
・
協
働
な
ど
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す

■
改
革
の
視
点
そ
の

　[

市
民
の
力
が
発
揮
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
の
実
現]

 

ど
ん
な
考
え
で
進
め
る
の
？

　
行
政
運
営
の
ス
リ
ム
化
に
一
定
の
成

果
を
挙
げ
て
き
た
管
理
型
の
行
政
改
革

を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
は

更
に
行
政
を
経
営
す
る
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
限
ら
れ
た
資
源
（
人
・
物
・
金
・

情
報
・
時
間
）
を
有
機
的
に
結
び
付
け
、

迅
速
性
、
的
確
性
、
実
効
性
を
追
求
し
、

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
に
提
供
し
て
い
く
「
経
営

型
行
政
運
営
」
へ
の
転
換
を
進
め
て
い

き
ま
す

※
経
営
の
視
点
と
は
…
顧
客
で
あ
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
に
と
っ

て
最
適
な
施
策
・
事
業
の
選
択
を
、
責
任

感
や
コ
ス
ト
・
成
果
志
向
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
行
う
こ
と
。

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
く
の
？

　
基
本
方
針
で
あ
る
「
経
営
型
行
政
運
営
」

へ
の
転
換
を
実
現
す
る
た
め
、
重
点
的

に
取
り
組
む
事
項
と
し
て
「
10
の
重
点

ポ
イ
ン
ト
」
を
定
め
、
改
革
を
推
進
し

ま
す

■
　 

の
重
点
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ
．
成
果
を
意
識
し
た

    

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営

　 

事
務
事
業
の
見
直
し

　 

民
間
委
託
の
推
進
な
ど

　 

財
政
の
健
全
化

 

　
補
助
金
・
負
担
金
の
見
直
し
な
ど

　 

定
員
及
び
給
与
の
適
正
な
管
理

 

　
定
員
の
適
正
な
管
理
な
ど

　 

公
共
施
設
の
効
率
的
な
設
置
・
運
営

　 

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
な
ど

　 

効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
構
築

 

　
組
織
・
機
構
の
計
画
的
な
見
直
し

Ⅱ
．
市
民
満
足
度
を
重
視
し
た

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
職
員
力
の
向
上

　 

市
民
と
の
協
働
の
推
進

 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
の
推
進
な
ど

　 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

　
窓
口
業
務
の
改
善
な
ど

　 

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

 

　
情
報
提
供
の
充
実
な
ど

　 

危
機
管
理
体
制
の
強
化
・
充
実

 

　
自
主
防
災
組
織
の
強
化
な
ど

　 

人
材
の
育
成
と
活
用

 

　
人
材
育
成
の
推
進
な
ど

ど
う
い
う
ふ
う
に
進
め
る
の
？

■
推
進
期
間

　
平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
５

年
間

■
改
革
に
よ
る
改
善
目
標
額

　
平
成
25
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
、
改

善
目
標
額（
累
計
）20
億
円
の
達
成
を

目
指
し
ま
す

■
推
進
体
制

　
内
部
の
組
織
で
あ
る｢

日
田
市
行
政
改

革
推
進
本
部｣

を
中
心
に
、
市
役
所
一

丸
と
な
っ
て
実
行
プ
ラ
ン
の
実
施
及

び
進
行
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

適
宜
、
そ
の
成
果
・
進
捗
状
況
等
を

市
民
及
び
市
議
会
、
日
田
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
に
報
告
・
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
意
見
の
集
約

に
努
め
、
以
後
の
改
革
の
推
進
に
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す

■
計
画
の
見
直
し

　
国
の
制
度
変
更
や
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
等
に
よ
り
計
画
の
見
直
し
を
必

要
と
す
る
場
合
は
、
適
宜
検
討
を

行
い
、
実
効
性
の
高
い
計
画
作
り
に

努
め
ま
す

【
問
合
せ
】

　
企
画
課
行
政
改
革
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

【
行
政
改
革
と
は
】

　
文
字
通
り
、
行
政
の
仕
組
み
を
改
革
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
行
政
運
営
、
行
政
組
織
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
時
代
に
即
し

た
新
し
い
視
点
で
見
直
し
、
よ
り
良
い
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。

１

３ ２

10

10

■日田市の財政推計（一般財源）

基本方針

「管理型行政運営」から
　　　　「経営型行政運営」へ

Ⅰ．成果を意識した
   効率的・効果的な行政運営
　「最小の経費で最大の効果を
上げる」という地方自治の使命
を堅持することはもちろんのこと、
ＳＥＥ－ＰＤＣＡサイクルによ
る事業の選択と集中や行政評価
システムの充実など、成果を意
識した効率的・効果的な行政運
営を推進していきます。

Ⅱ．市民満足度を重視した
   行政サービス・職員力の向上
　市民の視点に立ち、市民ニー
ズを的確に把握するとともに、
市民と行政が連携・協力し合う
体制づくりを目指していきます。
また、市役所はサービス業であ
るとの認識の下、職員の意識・
行動力の向上を図っていきます。

ＳＥＥ－ＰＤＣＡサイクル

Check 
評価・検証

Do 実施
Act
見直し・改善

See
市民目線・情報共有
①市民ニーズの
的確な把握

Plan 計画策定
②事業の選択と集中 ③新しい公共

との協働

④職員の意識・
行動力の向上

⑤行政評価システムの充実

経営型
行政運営

１２３４５

６７８９

行政改革推進委員会 市民

行政改革推進本部
各部課

市議会

行
政
改
革
大
綱
・
実
行
プ
ラ
ン

助言・提言

報告・進捗公表

報告

提言

意見

理
由
１

理
由
２

理
由
３

な
ぜ
行
政
改
革
が
必
要
？

23,000

23,500

24,000

24,500

25,000

25,500
歳出

歳入

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
（百万円）

諮問から答申まで

　慎重な審議や建設的な議論を経て、２
月14日、日田市行政改革推進委員会から
答申をいただきました。

第１回委員会（平成24年12月６日）
委嘱式、諮問、審議など
第２回委員会（平成24年12月20日）
審議など
パブリックコメント
（平成24年12月28日～平成25年１月31日）

第３回委員会（平成25年２月14日）
答申（答申書を提出）
　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
の
推

進
（
歳
入
に
連
動
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
）

普通建設事業費など
の抑制による歳出減

地方交付税の優遇措置
終了などによる歳入減
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「
キ
ア
ラ
」
第
３
期
生
募
集

　
地
域
や
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
こ
の
倶
楽
部
で

「
女
性
力
」
「
人
間
力
」
を
磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひ
た
女
性
人
材
育
成
倶
楽
部

…イタリア語で「光り輝く」という意味です。

キアラ

開
講
式

第
１
回
講
座
「
自
分
を
知
れ
ば
あ
な
た
も
魅
力
あ
る
女
性
に
！
」

講
師
　
心
月
代
表
　
有
田
麻
紀
氏

女
性
起
業
家
と
語
り
ま
し
ょ
う

講
師
　
㈱
ウ
ン
ゴ
ロ
ウ
ン
ゴ
ロ
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
城
ノ
石
ゆ
か
り
氏

と
　
き

平
成
25
年

５
月

平
成
26
年

１
月

６
月

笑
っ
て
元
気
な
〝
口
演
会
〞

講
師
　
お
お
い
た
観
光
特
使
　
矢
野
大
和
氏

９
月

会
員
で
話
し
合
い
、
選
ん
だ
講
師
に
よ
る
講
座

11
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

博
多
座
観
劇
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

舞
台
裏
視
察

８
月

内
　
容

※
講
師
や
内
容
等
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■対象
　市内在住の20歳以上65歳未満の女性

　（第１・２期生は応募できません）

■募集数　
　30人（申込み多数の場合は抽選）

■参加費　
　無料（８月予定の博多座観劇料は自己負担）

■申込方法　
　①住所②氏名③年齢④電話番号を記入し、

ファックス又はメールで申し込むか、

　電話で申込み
■申込み・問合せ先　
　市民活動推進課
　消費生活・男女共同参画推進係（市役所２階）

　☎㉒７５１５　㉒２２１０

　　anzen@city.hita.oita.jp

　※各振興局・振興センターでも申込みができます。

■申込期限　４月23日㈫必着

mail

講座が納得させられ
る内容で、大変勉強
になりました。
おもしろかったです。

㈱ウンゴロウンゴロの城
ノ石ゆかりさんは、全て
がパーフェクトでとても
パワフル。素敵過ぎる先
生でした。

受講生の声

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
の
納
税
通
知
書
を

　
　
　
　
　
送
付
し
ま
す

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
納
税
者
の
１
期
当
た
り
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
回
数
が
今

ま
で
の
８
期
か
ら
12
期
に
変
わ
り
ま
す
。

　
４
月
中
旬
に
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
納
税
通
知
書
と
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
す
る
人
（
特
別
徴
収
）
は
、
納
期

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係
　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

税
の
お
知
ら
せ

仮
算
定

平
成
25
年
度
の
納
期
と
月
額

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
納
期
限

国民健康保険税の
納付は、便利な
口座振替をご利用

ください

第２期納期
５月31日㈮

第１期納期
４月30日㈫

第３期納期
７月１日㈪

仮
算
定
と
は
？

　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
（
１
期
か
ら

３
期
ま
で
）
は
、
前
年
の
所
得
や
税

率
が
確
定
し
て
い
な
い
の
で
、
前
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
を
基
に
「
仮

算
定
」
と
し
て
１
期
当
た
り
前
年
度

の
１
か
月
分
に
相
当
す
る
額
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す

※
仮
算
定
の
際
、
前
年
度
の
一
時
所

得
・
譲
渡
所
得
は
所
得
に
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

※
仮
算
定
で
納
付
し
た
額
が
本
算
定
後
の

年
税
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
還
付
（
返

金
）
し
ま
す
。

本
算
定
と
は
？

　
６
月
に
確
定
す
る
前
年
所
得
や
税

率
を
基
に
「
本
算
定
」
と
し
て
、
７

月
に
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
額
が
決
定
し
ま
す

※
各
期
の
末
日
（
金
融
機
関
が
休
業
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
が
納
期
限
で
す
。

口
座
振
替
は
納
期
限
に
指
定
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

仮
算
定
の
対
象
に
な
る
世
帯

　
３
月
31
日
以
前
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

仮
算
定
の
対
象
に
な
ら
な
い
世
帯

　
４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険

に
新
規
加
入
し
た
世
帯

仮
算
定
期
間
中
の
加
入
・
脱
退

・
世
帯
の
一
部
が
加
入
・
脱
退
し
た

　
仮
算
定
の
税
額
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

７
月
の
本
算
定
時
に
計
算
し
、
税
額

を
決
定
し
ま
す

・
世
帯
の
全
員
が
新
規
に
加
入
し
た

　
仮
算
定
の
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
の
本
算
定
時
に
加
入
月
か
ら

の
税
額
を
決
定
し
ま
す

・
世
帯
の
全
員
が
脱
退
し
た

　
届
出
を
し
た
翌
月
か
ら
仮
算
定
の

税
額
が
０
円
に
な
り
、
７
月
の
本

算
定
時
に
加
入
し
て
い
た
月
の
分

の
税
額
を
決
定
し
ま
す
。
仮
算
定

の
税
額
と
の
差
額
は
追
加
で
納
付

又
は
還
付
（
返
金
）
と
な
り
ま
す

仮
算
定
税
額
の
修
正
の
申
出

　
所
得
金
額
の
大
幅
な
減
少
や
世
帯

の
被
保
険
者
数
が
少
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
が

納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
30

日
以
内
に
修
正
の
申
出
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
仮
算
定
税
額
を
修
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　
た
だ
し
、
平
成
25
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
額
（
年
額
）
が
平
成
24
年

度
保
険
税
額
の
２
分
の
１
未
満
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
要
件
で
す

　
修
正
の
申
出
を
希
望
す
る
人
は
、

前
年
の
所
得
が
分
か
る
書
類
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
７
月
の
本
算
定
後
の
納
税
通
知
書
と

納
付
書
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

本算定仮算定

月
期

１ ２４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 ３
10 11１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 12

平成24年度年税
額の12分の１に
相当する額
※100円未満は切捨て。

平成25年度の国民健康保険税額から仮算定で決定した
税額（４～６月分）を差し引いて各期に分割した額

※各納期に生じた１００円未満の端数は、その端数の合計を
本算定後の最初の納期の税額に合算します。

　（月額の端数計算が前年度までの1,000円単位から100円単位
に変わりました）

月 

額

公
開
講
演
会

講
師
　
作
家
　
池
田
香
代
子
氏

※
「
世
界
が
も
し
100
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
の
再
話
を
手
掛
け
た
作
家

10
月

2013. 4. 12013. 4. 1 1011



【問合せ】こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７

子育て情報誌「こまっぷＨＩＴＡ」
を発行しました

お知ら
せ

【問合せ】議会事務局☎㉒８２１４

議会報告会を開催します

市政情報ピックアップ

　市議会では、議員が地域の皆さんに議会の活動
等について報告するとともに、皆さんから意見や
提言を伺うため、議会報告会を開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

▼内容　
　市議会の仕組み、３月議会（新年度分）の結果
報告、意見交換

▼とき・ところ　下記の各地区公民館
　（時間はいずれも午後７時30分～９時）

※どの会場でも参加できます。

　良質な温泉で知られ、歴史のある天ヶ瀬温泉の
温泉街で、今年も恒例の天ヶ瀬温泉まつりが開催
されます。

▼とき　４月14日㈰

▼ところ（メイン会場）　
　天瀬公民館おまつり広場

▼天ヶ瀬座「素人芝居」　天瀬公民館
　［昼の部］午後１時～
　［夜の部］午後７時～（午後６時から舞踊ショー）
※入場無料。

▼とき
　４月14日㈰
　午前８時30分～午後３時
・スタート受付
　午前８時30分～11時

▼コース
　（約７㎞・約３時間）
　日田駅→亀山公園→三隈
川河川沿い→三隈大橋→
竹田公園→中野川ボタン
桜→日田駅

▼参加費　無料
※周辺には駐車場がないため、列車等をご利用ください。

【問合せ】あまがせ温泉まつり実行委員会☎57３４６６
天瀬振興局産業建設課☎57３１４７

天ヶ瀬温泉まつりイベン
ト

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

国際交流推進員が出張しますイベン
ト

　市には、韓国出身の国際交流推進員イ・スヨンさ
んが勤務しています。国際交流推進員は、子供英会
話教室、韓国語講座や韓国料理教室などの仕事をし
ています。その他、市民との交流の機会を増やすた
めイベントや会合などにも出張しますので、気軽に
お問い合わせください。少人数でも出張します。
※日程調整ができない場合、要望に応えることができな
いことがあります。

※謝礼は不要ですが、内容によっては実費負担していた
だくことがあります。

イースターパーティー

　卵を使った工作と卵探しゲームを行います。

▼とき　　４月20日㈯
　　　　　午後２時～４時（予定）

▼ところ　亀山公園
※雨天の場合は中央公民館２階。

▼対象　　小学生

▼参加費　２００円

▼募集数　
　20人（応募多数の場合は抽選）

▼持参するもの　
　ゆで卵（殻付き）２個、はさみ、筆（のりを塗る
ため）、飾るもの、ペットボトルのキャップ２個

※汚れてもよい服装で参加してください。

▼申込期間　４月３日㈬～４月10日㈬
※電話又は電子申請でお申し込みください。

【問合せ】ＪＲ日田駅☎㉓２５２８
観光課観光振興係☎㉒８２１０

春のJRウォーキングイベン
ト

 下記の製品は、発煙、発火に至るおそれがありま
す。お持ちの場合は直ちに使用を中止し、下記に
ご連絡ください。

▼回収対象製品　ＴＤＫスチーム式加湿器

▼連絡先　
　
　　　０１２０‐６０４‐７７７

【問合せ】市民活動推進課消費生活・男女共同参画推進係
☎㉒９３９３

ＴＤＫの加湿器を探していますお知ら
せ

　平成25年４月から、国民年金保険料は月額60円
引き上げられ、次のようになりました。

▼国民年金保険料（月額）
・平成24年度（３月まで）　１万４,９８０円
・平成25年度（４月以降）　１万５,０４０円
　年間納付金額　18万４８０円
※納め忘れがあると、将来受け取る年金が少なくなった
り、年金を受けられなかったりする場合があります。
国民年金保険料の納付方法は、便利な口座振替やお得
な前納制度もありますので、ご利用ください。

　市内の子育て支援セ
ンターなどを利用する
保護者とスタッフが作
った、子育て情報誌「こ
まっぷＨＩＴＡ」が完
成しました。就学前の
子供のいる家庭を対象
に下記の場所で配布し
ていますので、是非、
ご活用ください。

▼内容
　①妊娠～出産②子育て支援施設の紹介③保育園、
幼稚園情報④お出かけスポット⑤子育てＱ＆Ａなど

▼配布場所
　市内の保育園、認定こども園、幼稚園、子育て
支援センター、チャイルドプラザ、児童館、市
民課、こども未来室、ウェルピア、振興局・振
興センターなど
※「こまっぷＨＩＴＡ」に関するお問合せは、丸の内子
育て支援センター（☎㉓１８９０）にご連絡ください。
※「こまっぷＨＩＴＡ」は、こまっぷの会が市民サービ
ス協働事業を活用して作成しました。

【問合せ】健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１
　日本年金機構日田年金事務所☎㉒６１７４

国民年金保険料が変わりましたお知ら
せ

お知ら
せ

ＫＳ‐３１Ｗ
（平成５年度製造・販売）

ＫＳ‐３２Ｇ

ＫＳ‐５００Ｈ
（平成10年度製造・販売）

ＫＳ‐３００Ｗ

※電子申請有り・・・市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

ＴＤＫ株式会社加湿器 お客様係回収専用ダイヤル

・４月８日㈪　咸宜、桂林、若宮
・４月10日㈬　日隈、三芳、光岡、三花
・４月11日㈭　朝日
・４月16日㈫　高瀬、西有田、小野、上津江
・４月18日㈭　東有田、大鶴、夜明、五和
・４月23日㈫　前津江、中津江、大山、天瀬

アンニョンハセヨ！
韓国から来たイ・スヨンと申します。
皆さんからはスンちゃんと呼ばれて
います。日田に来てからあっという
間にもう半年が経ちました。きれい
な自然環境や優しい日田の人との触
れ合いで毎日がとても楽しいです。様々
な楽しい交流をしたいと思っています。もし町で私を見
たら気軽に声を掛けてくださいね。よろしくお願いします。
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４
月
か
ら
休
日
日
直
業
務
を

　
　
　
　
　
　
　 

委
託
し
ま
す

　
４
月
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
の
休
日
日

直
業
務
が
民
間
委
託
に
な
り
ま
す
。

　
死
亡
届
や
出
生
届
の
受
取
な
ど
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
行
い
ま
す
が
、
市
役

所
業
務
の
詳
し
い
お
問
合
せ
な
ど
は
、
平

日
開
庁
時
（
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
に
お
願
い
し

ま
す
。

問
総
務
課
職
員
係

　
☎
㉒
８
３
９
２
（
市
役
所
４
階
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田

サ
テ
ラ
イ
ト
が
移
転

　
若
年
者
（
お
お
む
ね
35
歳
未
満
）
の
就

職
支
援
を
行
っ
て
い
る
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お

お
い
た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
が
、
日
田
駅
前

か
ら
日
田
商
工
会
議
所
１
階
（
三
本
松
２

丁
目
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

■
開
所
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
所
し
ま
す
。

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
㉓
６
８
９
８

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

天
瀬
憩
の
家
の
使
用
料
（
温
泉

入
浴
料
）
を
改
定
し
ま
し
た

　
天
瀬
憩
の
家
の
使
用
料
（
温
泉
入
浴
料
）

は
、
４
月
１
日
か
ら
左
記
の
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

新
築
や
増
改
築
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

日
田
材
を
支
給
し
ま
す

■
支
給
対
象

・
居
住
目
的
で
木
造
軸
組
工
法
に
よ
り
新

築
す
る
住
宅

・
住
宅
及
び
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
内
装
・

増
改
装
）
又
は
住
宅
等
に
付
属
す
る
施

設
（
倉
庫
・
車
庫
・
塀
な
ど
）

・
年
度
内
に
完
成
（
新
築
住
宅
の
場
合
は

上
棟
な
ど
）
確
認
が
可
能
な
住
宅

・
日
田
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用
量
の
80

％
以
上
を
占
め
る
住
宅

・
原
則
と
し
て
、
市
内
の
業
者
が
施
工
す

る
住
宅

■
支
給
木
材

　
日
田
材
（
市
内
で
製
材
・
加
工
さ
れ
た

も
の
）

※
新
築
住
宅
は
45
万
円
分
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
下
限

５
万
円
分
、
上
限
20
万
円
分
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
募
集
戸
数
（
先
着
順
）

・
新
築
住
宅
　
　
年
間
70
戸

・
リ
フ
ォ
ー
ム
　
年
間
２
０
０
戸

問
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
☎
㉔
２
１
６
７
（
日
田
木
材
協
同
組
合
内
）

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

日
田
ス
ギ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
木
製
品
の
購
入
・
設
置
を
補
助

■
対
象

　
商
店
街
、
金
融
機
関
、
旅
館
、
病
院
、

そ
の
他
公
共
・
公
益
的
施
設

■
補
助
率

　
購
入
・
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

　
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ

く
り
を
目
指
す
創
造
的
な
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

■
対
象
事
業

・
自
然
の
活
用
や
自
然
環
境
の
保
全
等
に

係
る
事
業

・
景
観
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
用
し
た
事
業

・
生
活
環
境
の
保
全
・
美
化
に
関
す
る
事
業

・
地
域
間
、
あ
る
い
は
国
際
間
の
交
流
に

係
る
事
業

・
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
事
業

・
そ
の
他
、
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

※
市
の
他
の
補
助
対
象
と
な
る
事
業
や
宗
教
的

若
し
く
は
政
治
的
な
色
彩
を
有
す
る
も
の
は

除
き
ま
す
。

※
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
の
活
性
化
に

資
す
る
事
業
は
、
「
日
田
市
周
辺
地
域
活
性

化
対
策
事
業
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

　
補
助
対
象
経
費
の
６
割
以
内
（
上
限
50

万
円
）

■
申
込
資
格

　
３
人
以
上
で
構
成
し
、
非
営
利
で
公
益

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

※
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
・
提

出
書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

※
申
請
書
の
受
付
は
、
予
算
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
活
動
支
援
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

未
熟
児
養
育
医
療
の

　
　 

受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
、
未
熟
児
養
育
医
療
の

受
付
窓
口
が
県
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す
。

　
未
熟
児
養
育
医
療
と
は
、
体
の
発
育
が

未
熟
な
ま
ま
出
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
で
特
別

な
医
療
を
必
要
と
す
る
場
合
、
母
子
保
健

法
に
基
づ
き
医
療
費
の
給
付
を
行
う
制
度

で
す
。
申
請
は
生
後
１
か
月
以
内
に
、
健

康
保
険
課
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
類

①
養
育
医
療
給
付
申
請
書

②
養
育
医
療
意
見
書

　
（
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

③
世
帯
調
書
及
び
同
意
書

④
所
得
税
等
の
税
額
証
明
書

⑤
保
険
証
の
写
し

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

日
常
生
活
用
具
の
給
付
制
度

　
障
が
い
児
・
障
が
い
者
・
難
病
患
者
の

人
に
日
常
生
活
上
必
要
な
用
具
を
給
付
し

ま
す
。
な
お
、
４
月
１
日
か
ら
費
用
負
担

額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

　
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
及
び
難
病
患
者

■
給
付
内
容

・
介
護
・
訓
練
支
援
用
具

　
特
殊
寝
台
、
特
殊
マ
ッ
ト
な
ど

・
自
立
生
活
支
援
用
具

　
入
浴
補
助
用
具
、
移
動
・
移
乗
支
援
用

具
な
ど

・
在
宅
療
養
等
支
援
用
具

　
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、
透
析
液
加
湿
器
な
ど

・
情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具

　
聴
覚
障
害
者
用
通
信
装
置
、
人
工
喉
頭
、

点
字
図
書
な
ど

・
排
せ
つ
管
理
支
援
用
具

　
ス
ト
ー
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
・
蓄
尿
袋

な
ど
）
、
紙
お
む
つ
、
収
尿
器
な
ど

・
居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具

　
移
動
等
を
円
滑
に
す
る
用
具
で
設
置
に

小
規
模
な
住
宅
改
修
を
伴
う
も
の

■
費
用
負
担

　
原
則
、
１
割
負
担
（
用
具
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
上
限
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ

の
価
格
の
１
割
負
担
）

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
及
び
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
、
現
行
ど
お
り
負
担
額
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
障
が
い
の
内
容
や
等
級
に
よ
り
給
付
や
支
給

の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
制
度
の
対
象
者
は
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
費
の
支
給

制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
10
日
㈬
　

①
パ
ト
リ
ア
日
田
（
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
）

②
ダ
イ
エ
ー
日
田
店
（
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
、
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
）

③
総
合
庁
舎
（
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
30
分
）

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除
く
）

を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

障
が
い
に
関
す
る
巡
回
相
談
会

■
身
体
・
知
的
・
療
育
に
関
す
る
こ
と

・
４
月
12
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
４
月
19
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
津
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
上
津
江
振
興
局

■
精
神
に
関
す
る
こ
と

・
４
月
４
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
上
津
江
振
興
局

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
中
津
江
振
興
局

・
４
月
８
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
４
月
11
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
身
体
障
害
者
相
談
員

・
４
月
８
日
㈪

　
午
前
９
時
〜
正
午
　
ウ
エ
ル
ピ
ア

・
４
月
10
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
天
瀬
振
興
局

　
　
中
津
江
振
興
局

■
知
的
障
害
者
相
談
員

・
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
㈲
す
ぎ
の
こ
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
☎
㉒
1
1
9
2
（
淡
窓
１
丁
目
）

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査

　
40
歳
以
上
の
人
や
輸
血
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
20
歳
か
ら
30
歳

代
に
も
Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
者
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
西
部
保
健
所
や
医
療
機
関
で
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
基
本
的
に
、
一
度
検
査
を
受
け
た
人
は
再
度

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３
　

くらしの情報Information ４.１ 次回の広報ひた４月15日号は、４月15日㈪に発送します。

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

70歳以上の市民

区分 ４月１日から今まで
無料

１５０円
４００円
無料

５割減免

５割減免

１００円

無料

無料

使用料（一人につき）

70歳未満の市民
市民以外
乳幼児

療育手帳、身体障害者手帳又は精
神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている人
上記の手帳の交付を受けている人
で第１種障害者が利用する際の障
害者１人に対する介護者

問

問

問

問問

問 問

問

問

問 問
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肝
炎
治
療
の
医
療
費
助
成

■
対
象

・
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
を

行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
（
保
険

適
用
分
）

・
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
し
て
行
わ

れ
る
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
（
保
険

適
用
分
）

※
助
成
期
間
は
原
則
、
助
成
開
始
か
ら
１
年
間

で
、
助
成
額
は
対
象
者
の
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
。

　
大
分
県
西
部
保
健
所
　
☎
㉓
３
１
３
３

森
林
気
功
体
験
教
室
参
加
者
募
集

　
樹
木
の
中
で
心
と
体
を
鍛
え
る
方
法
を

学
び
ま
す
。
男
女
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

軽
い
体
操
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
と
き
　
４
月
27
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係
　
　
　

☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

日
田
の
川
を
考
え
る
会
会
員
募
集

　
市
内
の
河
川
環
境
に
関
す
る
意
見
交
換

や
河
川
敷
の
清
掃
活
動
、
小
学
生
対
象
の

自
然
体
験
学
習
「
川
の
楽
校
」
を
行
い
ま
す
。

■
年
会
費
　
１
０
０
０
円

■
申
込
期
限
　
４
月
16
日
㈫

※
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
環
境
課
水
・
環
境
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

　
　kankyo@

city.hita.oita.jp

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　 

訓
練
生
追
加
募
集

■
訓
練
科
目

　
住
宅
施
工
科
（
大
工
、
左
官
、
木
工
）

■
訓
練
期
間
　
２
〜
３
年
間

　
毎
週
木
曜
日

　
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）

■
入
校
資
格

　
中
学
、
高
校
卒
業
以
上
（
年
齢
、
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）
で
意
欲
の
あ
る
人

■
募
集
数
　
５
〜
10
人
程
度

■
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈫

※
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
楢
原
）
☎
㉔
２
７
７
２
　

　
（
坂
本
）
☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
７
９
７

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
５

月
13
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jica.go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
体
験
談
・
説
明
会

　
４
月
27
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

　
　
大
分
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎
０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
３
４
９

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

前
期
技
能
検
定
試
験

 

働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
４
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮

※
職
種
、
試
験
実
施
日
、
申
込
み
な
ど
詳
細
は

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
　

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日
・
会
場

　
６
月
23
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
　

　
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）
・
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

　
４
月
19
日
㈮
〜
５
月
７
日
㈫
（
電
子
申

請
は
４
月
16
日
か
ら
５
月
４
日
ま
で
）

※
願
書
は
日
田
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

■
と
き
　

・
法
令
　
　
　
５
月
22
日
㈬

・
物
理
化
学
　
５
月
28
日
㈫

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ

　
総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

※
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
日
田
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係

　
☎
㉔
２
２
０
４

き
の
う
さ
ま
祭
り

　
出
店
（
う
ど
ん
、
お
で
ん
、
焼
き
鳥
な

ど
）
、
地
元
野
菜
の
販
売
等
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
14
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
松
尾
神
社
前
広
場
（
内
河
町
）
　

問
原
き
ば
る
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
５
２
８
７
‐
８
９
２
２

日
田
い
ち

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
農
産
物
販
売
、

音
楽
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
中
止
）
　

　
４
月
14
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
中
央
公
園

□
参
加
費

　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）
、
飲
食
ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

※
申
込
書
は
市
役
所
２
階
市
民
活
動
推
進
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
４
月
10
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
西
岡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

た
け
の
こ
掘
り
体
験

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
21
日
㈰ 

　
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

□
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

※
掘
っ
た
た
け
の
こ
は
全
て
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
参
加
費
等
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
月
出
山
米
の
お
に
ぎ
り
と
た
け
の
こ
入
り
味

噌
汁
を
準
備
し
ま
す
。

□
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
参
加
人
数

（
大
人
、
子
供
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
）
を

記
入
し
て
フ
ア
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　
４
月
７
日
㈰

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
　
㉔
８
７
１
８

ひ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
心
地
よ
い
春
風
の
中
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
楽
し
む
約

６
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
小
雨
決
行
）

　
４
月
28
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
８
時
50
分
ま
で
に

受
付

　
咸
宜
公
民
館
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費

　
小
・
中
学
生
３
０
０
円
、
大
人
４
０
０

円
（
保
険
料
・
昼
食
代
を
含
む
）

※
お
茶
、
タ
オ
ル
等
を
持
参
し
、
歩
き
や
す
い

靴
・
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
。

※
昼
食
、
参
加
賞
・
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

問
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
２
９
１
０

タ
ウ
ン
情
報

くらしの情報Information ４.１

募
集

試
験

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

子どものサイン

　いじめや体罰による自殺問題は、
その予防のために、どう対応すれ
ばよいのでしょうか。
　自殺はある日突然、何の前触れ
もなく起こるのではなく、徐々に
危険な心理状態になり、ストレス、
心の病、家庭環境、性格、いじめ
など、様々な原因が重なって起き
ることが多いと考えられています。
いじめが唯一の原因の場合は、慎
重かつ徹底的に事実関係を調べる
必要があります。
　そして、このような原因を抱え
る子どもには、ふだんと違った行
動や態度の変化が現れ、それをサ
インとして捉えることが重要にな
ってきます。
　例えば、これまでに関心のあっ
た事柄に対して興味を失う・不安
やイライラが増し、落ち着きがな
くなる・不眠、食欲不振、体重減
少などの様々な身体の不調を訴え
る・身だしなみを気にしなくなる
等があります。
　こうしたサインを早い段階で察
知して、適切な対応ができるよう
にしたいものです。
　しかし、誰かが一人だけで、子
どもを救うことは困難でしょう。
学校、関係機関、家庭、地域の人々
がそれぞれの立場で、子どもを守
るという視点で、協力体制を築く
ことが大切ではないでしょうか。
（参考：平成21年３月27日文部科
学省「児童生徒の自殺予防に関す
る調査研究協力者会議」における
「教師が知っておきたい子どもの
自殺予防」マニュアルより）

【問合せ】人権啓発センター
　☎２２‐８０１７
　（市役所別館１階）

が
っ
こ
う

問問

問

問

問 問

問
mail

問問

問問
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定
期
予
防
接
種
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
子
供
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ

て
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
個
別
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
20
ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
し
、

子
供
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
乳
幼
児
対
象
の
予
防
接
種

　
出
生
や
転
入
の
届
出
が
あ
っ
た
翌
月
に

次
の
２
つ
を
郵
送
し
ま
す
。

■
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

※
冊
子
を
よ
く
読
み
、
予
防
接
種
の
必
要
性
や
副

反
応
を
正
し
く
理
解
し
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
乳
幼
児
期
に
受
け
る
予
防
接
種
の
予
診

票
（
予
診
票
は
医
療
機
関
に
も
備
え
付

け
て
い
ま
す
）

※
予
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
予
診
票
は
、
子
供
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

た
め
の
大
切
な
書
類
で
す
。
保
護
者
が
責
任

を
持
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　小
学
生
対
象
の
予
防
接
種

　
予
診
票
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
送
付
し

ま
す
の
で
、
保
護
者
が
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　　ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、

　

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
ヒ
ブ
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま

し
た
。

　
　日
本
脳
炎

　
平
成
17
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
の
積
極

的
な
接
種
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
次

の
対
象
者
の
う
ち
、
予
防
接
種
が
終
わ
っ

て
い
な
い
人
は
接
種
で
き
ま
す
。

■
特
例
対
象
者

　平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
接
種
期
間

　４
歳
以
上
20
歳
未
満
の
間
で
、
定
期
予

防
接
種
と
し
て
接
種
可
能

【
問
合
せ
】
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ワクチン名

予防接種スケジュール

ヒブ

１か月 ２か月３か月４か月５か月６か月７か月８か月９か月10か月11か月 １か月 ２か月３か月４か月 ５か月６か月７か月８か月９か月10か月11か月
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳

定期

小児用
肺炎球菌

定期

BCG定期

日本脳炎定期

子宮頸がん
予防定期

おたふく
かぜ任意

水痘
（水ぼうそう）任意

定期

定期
四種混合
ジフテリア・破傷風・
百日ぜき・不活化ポ
リオの混合ワクチン

MR
麻しん（はしか）・
風しん混合ワクチン

① ② ③

① ② ③

① ② ③

④

①

○

②①

①

①

④ ①

同時に複数のワクチンを接種することができます。
事前にかかりつけ医にお問い合わせください。

●他の種類のワクチンが接種できる間隔は、
　ヒブ・肺炎球菌・四種混合・日本脳炎は６日以上
　BCG・MR（麻しん・風しん混合）・おたふくかぜ・水痘（水ぼうそう）は27日以上
　空けてからです。

定期予防接種の対象年齢
※三種混合と不活化ポリオの接種が完
了していないときのスケジュールは
かかりつけ医に相談してください。

おすすめの接種時期（数字は接種回数）

二種混合（ジフテリア・
破傷風の混合ワクチン）：
11歳で追加接種

家族内に結核患者発生の
場合は、３か月未満でも
受けることができます

対象は、小学校就学
前の１年間
（４～６月がお勧め）

接種を開始する年齢
によって、接種回数
が異なります。上記
の表を参照してくだ
さい

１回接種
１回接種

７か月から
　　　　１歳未満

２か月から
７か月未満（標準）

接種開始の年齢 ヒブ 小児用肺炎球菌
■ヒブと小児用肺炎球菌の接種時期

４回接種
27日～56日の間隔で
３回接種後、７～13
か月の間に１回接種
３回接種
27日～56日の間隔で
２回接種後、７～13
か月の間に１回接種

４回接種
27日以上の間隔で３
回接種後、60日以上
空けて１回接種
３回接種
27日以上の間隔で２
回接種後、60日以上
空けて１回接種

60日以上の間隔で
２回接種１歳以上２才未満

２歳以上５歳未満

初回

初回

初回

④
追加

追加

１期 ２期

追加20～56日の間隔で３回接種

１回接種

１回接種

１回接種

１回接種

１回接種

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

必
ず
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

①② ③

①② ③

④
６～28日の間隔
で２回接種

対象は、中学校１年生から高校１年生（希望すれば、小学校６年生も接種できます）
初回は２回接種。追加は1回目から半年空けて１回接種

１期 １回接種
１回接種

２期

初回 追加

初回 追加

初回（３回目）接種後、
１回接種
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　狂犬病予防法により、生後91日
以上の飼い犬は生涯１回の登録と
年１回の狂犬病予防注射を受けな
ければなりません。狂犬病の発生
や流行の防止のために、必ず予防
注射を受けてください。

□登録済みの犬　「平成25年度狂
犬病予防注射のお知らせ」をは
がきで通知しています。注射の
際に必ず受付に提出してください。
また、記載内容に誤りがある場
合は訂正して持参してください。
□未登録の犬　各会場及び各動物
病院に備付けの登録用紙に記入
し、登録料３,０００円を添え
て受付に提出してください。
□注射料　３,０００円
※注射事故を防ぐため、犬を押さえる
ことができる人が連れてきてくだ
さい。

※体調が悪い犬や妊娠の可能性がある
犬は、動物病院に相談の上、個別
注射を受けることをお勧めします。

※犬のふんは、必ず持ち帰ってください。
※飼い犬が死亡したときは、健康保険
課又は各振興局に連絡してください。

※個別注射は下記の動物病院で実施し
ます。希望する場合は、事前に各動
物病院に電話で予約をしてください。

・末松どうぶつ病院（中城町）
　☎㉓８０９０
・いのうえ動物病院（清岸寺町）
　☎㉒４３２２
・動物整形外科病院（樋口動物病院）
（元町）☎㉒２４７６

・いいだ動物病院（田島３丁目）
　☎㉔６０１４
・中島家畜診療所（有田町）
　☎㉒１６４６
・池田獣医科（朝日町）☎㉒１６８０
【問合せ】健康保険課保健医療係 
　☎㉔３０００(ウェルピア内）

愛
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
！

本庁管内
４月９日㈫
9:30～ 9:50
10:00～10:05
10:15～10:20
10:30～10:40
11:05～11:15
13:30～13:40
13:45～13:50
14:00～14:10
14:20～14:35

東有田振興センター
羽田町須ノ原土地改良区事務所
横畑公民館
岩下公民館
月出山農村公園
求来里の郷
古金町公民館
小ヶ瀬町公民館
三芳公民館

４月10日㈬
9:30～ 9:55
10:00～10:05
10:15～10:25
10:45～10:50
11:05～11:15
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:35
14:45～14:55

高瀬公民館
大日消防格納庫
松金集会所
串川町２丁目公民館
小山町公民館
北友田３丁目地区集会所
長渕公民館
徳瀬公民館
上野町公民館

４月11日㈭
9:30～ 9:50
10:00～10:15
10:30～10:45
10:55～11:05
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:20
14:30～14:40

光岡公民館
十二町公民館
若宮町公民館
東町公民館
朝日公民館
山田町公民館
君迫町公民館
二串町公民館

４月16日㈫
9:30～ 9:55
10:05～10:20
10:40～10:50
13:30～13:45
13:55～14:05
14:15～14:35
14:45～15:00

五和公民館
原公民館
旧緑町公民館跡
関集落センター
杷木山集落センター
夜明振興センター
今山公民館

４月17日㈬
9:30～10:00
10:10～10:20
10:30～10:40
11:00～11:15
13:30～13:40
13:50～14:05
14:10～14:20
14:30～14:40

大鶴振興センター
下中山際公民館
鶴城町林業センター
権藤知敏氏宅
天神町公民館
貞清公民館
三花地区コミュニティ消防センター前
藤山町公民館

４月18日㈭
9:30～ 9:45
9:55～10:05
10:20～10:30
10:40～10:50
10:55～11:00
13:30～13:40
13:45～14:00
14:10～14:20

財津製作所
伏木町集会所
三河町公民館
旧小野振興センター駐車場
小野地区老人憩の家
山渡瀬橋河川敷
西有田公民館
三池町公民館

天瀬振興局管内

上津江振興局管内

中津江振興局管内

４月23日㈫
9:30～ 9:40
9:50～10:00
10:15～10:30
10:35～10:50
11:00～11:20
14:00～14:20
14:30～14:45

立石（徳永義範氏宅前）
五馬本村生活改善センター前
塚田区旧会館前
近原公民館
天瀬公民館五馬分館
出口区会館
久木野公民館

４月24日㈬
9:30～ 9:45
9:55～10:25
10:35～10:45
10:55～11:05
11:15～11:30
14:00～14:20
14:30～14:45

旧丸山小学校プール前
台上下公民館
苗代部公民館
榎釣（高倉重昭氏宅前）
高倉公民館
天瀬公民館東渓分館
高塚（第２駐車場）

４月25日㈭
9:30～ 9:35
 9:40～ 9:45
 9:55～10:00
10:15～10:30
10:40～10:55
11:00～11:15
11:20～11:30

湯ノ釣（江藤公昭氏宅前）
杉河内公民館
本城３公民館
本城公民館
赤岩旧消防車庫横
天瀬公民館
湯山西公民館

５月８日㈬
10:00～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
14:00～14:20
14:40～14:50
15:10～15:20

野田生活改善センター
栃原（交流センター横）
黒谷集落センター
山本（宿泊交流体験館下）
鯛生金山駐車場
中津江振興局駐車場

５月９日㈭
9:45～ 9:55
10:05～10:25
10:35～10:50
11:00～11:20
11:30～11:50
14:00～14:20
14:30～14:50
15:00～15:20

フィッシングパーク
都留生活改善センター
川原自治会センター
広川正専寺前
上津江振興局
雉谷消防詰所前
畑中公民館前
上野田消防詰所前

大山振興局管内
５月14日㈫
9:30～ 9:45
 9:55～10:10
10:20～10:50
11:00～11:30
14:00～14:30
14:40～15:00
15:10～15:20

松原公民館
小五馬公民館
野瀬部集会施設
大山振興局
都築コミュニティーセンター
綿打集会場
北部コミュニティーセンター

前津江振興局管内
５月15日㈬
9:30～ 9:40
 9:50～10:00
10:10～10:20
10:50～11:00
14:00～14:10
14:20～14:35
14:40～14:50
15:00～15:15
15:25～15:35
15:45～15:55
16:05～16:15

原地区公民館前
出野交流センター前
田代生活改善センター前
柚木本村コミュニティセンター
下方地区公民館前
前津江振興局
浦方生活改善センター前
虫秋公民館前
堂尾公民館前

林地区集会センター前

忘れずに
連れて

行ってね！

□集合注射の日程

桑木田の頭構造改善センター前

平成25年度個別接種実施医療機関

月～金
土

16:00～17:00
9:00～12:00

月・火・木・金 15:30～16:30

9:00～11:30
13:30～17:30

月～金
土

8:30～17:00
8:30～15:00

土 9:00～12:00
9:00～17:00

①三種混合、MR（麻しん（はしか）・風しん）、日本脳炎１期（１～３回目）、BCG
②四種混合
③不活化ポリオ
④ヒブ、肺炎球菌
⑤水痘（水ぼうそう）、おたふくかぜ
⑥日本脳炎２期（４回目）、二種混合
⑦子宮頸がん予防ワクチン

月～金

土

9:00～11:30
14:00～17:30
9:00～11:30
13:30～14:30

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 　 ○ ○ ○ ○

　 ○ 　 　 　 ○ 　

○ 　 　 　 　 ○ ○

○ ○ ○ 　 　 ○ 　

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

○ 　 　 　 　 ○ ○

　 　 　 　 　 ○ ○

　 　 　 　 　 ○ ○

　 　 　 　 　 ○ ○

　 　 　 　 　 ○ ○

　 　 　 　 　 ○ ○

　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 ○
　 　 　 　 　 　 ○
　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 ○ 　

　 　 　 　 　 ○ 　

　 　 　 　 　 ○ 　

月・火・水・木・土

土
月・火・水

月・火・木・金
水・土

要予約

要予約

要予約

要予約
要予約
要予約

要予約
要予約
要予約
要予約
要予約
要予約

要予約

9:00～12:00
14:00～17:00
14:00～16:00
午後～（要予約）

午後～（要予約）

午前～（要予約）

月～金

水
月～金
土

8:30～17:30
8:30～12:30

8:30～16:30
8:30～12:00

月～金

月～金（乳幼児を除く）

土

月・火・木・金

水・土

土（乳幼児を除く）

月～金（乳幼児を除く）
土（乳幼児を除く）

14:30～16:00
14:00～14:40

月～土 14:00～16:00

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

8:30～12:30

8:30～12:30
14:00～18:00

9:00～16:00
9:00～11:30

医療機関 実施時間実施曜日住所 電話番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

※日本脳炎、ＢＣＧの接種は
ありません。

豆田町 ☎㉓４１５３

 麻生小児科医院 淡窓２丁目 ☎㉔２３２３

 天瀬温泉病院 天瀬町赤岩 ☎57２３８８

 石井産婦人科  

 井上鶴川堂 大鶴本町 ☎㉘２２０２

 大河原病院※二種混合のみ。 隈２丁目 ☎㉒３１３１

 奥平医院 中津江村栃野 ☎54３０２１

 隈診療所 隈１丁目 ☎㉒００３３

 桂林病院 城町１丁目 ☎㉒１２３１

 こじかこどもクリニック 清岸寺町 ☎㉘８７７１

 五反田胃腸科外科病院 若宮町 ☎㉓８３８６

 齊藤医院 大肥本町 ☎㉘２２２０

 下飛田小児科 中央１丁目 ☎㉔１１４８

 聖陵岩里病院 銭渕町 ☎㉒１６００
 聖陵花月クリニック 清水町 ☎㉗５０５０
 膳所医院 本町 ☎㉒３２９２
 坂東小児科 誠和町 ☎㉒３３００

 日田リハビリテーション病院 上手町 ☎㉓８８８９

 日野内科 天神町 ☎㉓６００９

 福田医院 清岸寺町 ☎㉒１６４８

 松浦クリニック 中央１丁目 ☎㉔４１５５ 
 宮原レディースクリニック 玉川町 ☎㉔３５８４
 みよしクリニック 三芳小渕町 ☎㉔１５１５
 若宮病院 南元町 ☎㉒７１７１
 渡辺医院 大山町西大山 ☎52２０１７
 済生会日田病院 清水町 ☎㉔１１００

 上津江診療所 上津江町川原 ☎54３００１

 東渓診療所 天瀬町合田 ☎57２５００
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本場の味を作って、食べて
　国際交流推進員イ・スヨンさんの韓国料理教室が、
２月28日、中央公民館で行われた。
　18人の参加者は、スヨンさんと一緒に日本でも親し
みのあるチヂミを調理。キムチ、じゃがいも、海鮮、
かぼちゃなど４種類のチヂミの作り方を習った。
　出来上がった後は、「チャルモッケスムニダ（い
ただきます）」と声を合わせ、本場の味を味わった。

願いを乗せて 流しびな
　桃の節句の３月３日、ひな人形を清流に流す豆田
ながしびなが、桂林荘公園で行われた。
　公園には「天領日田おひなまつり」の観光客や家
族連れが次々に訪れ、紙で作られたひな人形に願い
事を書き、公園のそばを流れる城内川に流した。参
加者は、ゆっくりと川を流れる流しびなに手を合わ
せるなどして見送った。

梅の香りに包まれて
　２月17日から３月17日にかけて、大山町のおおく
ぼ台梅園とふるや台梅園で「第33回日田おおやま梅
まつり」が開催され、３月３日には、梅娘認証式や
豊作祈願祭、野点などが行われた。
　梅の花が見頃を迎えたこの日は、ピンクや白の花
が美しく色づき、訪れた大勢の来園者は梅の香りと
景色を満喫した。

日田のまちを力走
　３月10日、第14回天領日田ひなまつり健康マラソ
ン大会が陸上競技場を発着地に行われた。
　大会には小学校４年生から85歳まで1,236人のラン
ナーが市内外から参加。ハーフ・10キロ・５キロ・
２キロのコースに分かれ、時折雨が降りしきる中、
それぞれの目標に向かって力走した。沿道からは「頑
張って」「腕振って」など温かい声援が送られた。

まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰ
ＩＣＳ 

ＩＮ Ｈ
ＩＴＡ

シンボルツリーを作ろう
　３月17日、パトリア日田で第９回子どもフェステ
ィバルが開催され、「太鼓の達人」大会や別府溝部
学園短期大学ハンドベルリンガーズの演奏などが行
われた。絵本セラピーでは、木板などの素材を使っ
て紙に色を塗り、シンボルツリーを作るワークショ
ップが行われ、子供たちは絵の具やクレヨンで色付
けした葉っぱを飾り、シンボルツリーを彩った。

今年の吉凶を占う
　小豆飯に付いたカビで今年の吉凶を見立てる「米
占い行事」（通称 かゆだめし）が、３月15日、大原
八幡宮で行われた。昨年は雨を意味する青カビが多
かったが、今年は少ないという。氏子の日髙数馬さ
ん（田島２丁目）は、「今年は水害の心配はなさそ
うだが、今まで見たことがない紫色のカビがある。
判断できないが、吉兆と捉えたい」と話した。

よね

高齢社会を健やかに生きるために
　３月10日、「認知症を考える日」と題して、認知
症に対する様々な取組や寸劇の発表がパトリア日田
で行われた。東北大学教授の川島隆太氏を招いた講
演会では、超高齢社会に健やかで穏やかな生活を送
るための要素として「脳を使うこと」「身体を動か
すこと」「バランス良い食生活」「人と関わる習慣」
を挙げ、脳を活性化することの大切さを語った。
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

　誕生日の記念にお子さん
の写真を載せてみませんか。
応募方法は次のとおりです。

■対象
　６月に誕生日を迎える３
歳までのお子さん

■掲載人数　20人程度（抽選）
※抽選の結果は、当選者のみ
　にご連絡します。
■申込方法
　下記のいずれかの方法で  
　お申し込みください。
○はがきから
　住所、お子さんの氏名と
生年月日、保護者名、昼
間の連絡先の電話番号を
記入の上、郵送
○ホームページから
　市ホームページ（電子申
請システムのページ）か
ら申込み

○携帯電話から
　下記の２次元コードから
申込み

※申込みの際は、写真を送付
　する必要はありません。
■申込期限　５月１日㈬
■申込み・問合せ
　〒877－8601
 （住所記載不要）総務課広報係
☎㉒８６２７(市役所４階)

子育てを応援します！

じどうかん
支 援 施 設

日田市の人口

吉野 希ちゃん
（２歳・中釣町）

のぞみ
赤峰碓理ちゃん
（３歳・日ノ出町）

たいり うるは
田北 萌ちゃん
（３歳・玉川３丁目）

平島潤葉ちゃん
（２歳・藤山町）

月４

中央児童館
☎２７－６４０６

●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　５日㈮　午前11時～
　切り絵　10日㈬　
　午後３時30分～
●こいのぼり制作
　11日㈭・12日㈮　
　午前11時～
●療育事業＆
　　　　  お弁当の日
　26日㈮　午前11時～ 

天瀬児童館
☎５７－８９２２

●チャレンジジュニア
（壁面作り）
　６日㈯
　午前10時30分～
●シャボン玉遊び
　９日㈫
　午前10時30分～
　こいのぼり制作
　17日㈬
　午後４時～

大山児童館
☎５２－２９０１

まえつえ
子育て支援施設
☎５３－２４０９
●ランチday
　17日㈬　午前10時～
●お誕生日会
　24日㈬　午前10時～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　26日㈮　午前10時～

ひのくま
子育て支援センター
☎２２－７５６５

●歌とお話会
　８日㈪
　午前11時～11時30分
★親子クッキング
　19日㈮
　午前10時～正午
●土曜開放日
　20日㈯
　午前９時30分～正午
●ツインズクラブ
　30日㈫
　午後１時30分～３時

丸の内
子育て支援センター
☎２３－１８９０

●身体計測
　９日㈫
　午前９時30分～正午
●ぴよぴよルーム
　（１歳未満児）
　16日㈫
　午前９時30分～正午
★こいのぼり制作
　18日㈭・19日㈮
　午前９時30分～正午

チャイルド
プラザ

☎２５－５３００
●ベビーマッサージ
　10日㈬　午前11時～
★親子体操の日
　17日㈬　午前11時～
●ベビーヨガ
　23日㈫　午前11時～
●お誕生会
　24日㈬
　午前11時～

梶原大輝ちゃん
（１歳・上津江町川原）

だいき な るそうすけ
江口颯助ちゃん
（１歳・清水町）

廣田成竜ちゃん
（１歳・竹田新町）

加藤璃子ちゃん
（２歳・中城町）

り こ
吉野煌生ちゃん
（１歳・天瀬町出口）

こうせい
松木悠歩ちゃん
（１歳・前津江町大野）

きょうしろうゆうほ
石橋慶志郎ちゃん
（１歳・川原町）

高野 匠ちゃん
（３歳・新治町）

たくみしづき
草野詩月ちゃん
（３歳・財津町）

松木莉央奈ちゃん
（３歳・北友田１丁目）

り お な めぐみ

坂本 匠ちゃん
（１歳・天神町）

たくみ
三苫桜愛ちゃん
（１歳・前津江町大野）

熊谷花音ちゃん
（１歳・上城内町）

かのんさくら

松尾倖之介ちゃん
（２歳・琴平町）

堀 結菜ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

ゆいなこうのすけ
杉岡 珀ちゃん
（１歳・上手町）

はく

の主な催し
（平成25年２月28日現在）
□人口　71,010人
　　　　 （前月比-76人）
□ 男 　33,533人
□ 女 　37,477人
□世帯　27,053世帯

●スライム作り
　４日㈭・５日㈮
　午前10時30分～
●ぱっちんドック作り
　６日㈯
　午前10時30分～

乳 …乳幼児対象
小

小小

…小学生対象

小
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淡窓図書館　　　　　
☎２２‐２４９７（　26‐3210）
開館時間：午前10時～午後７時
　　 （日曜日は午後６時まで）

　４月30日と５月４日は開館します。
日頃なかなか図書館に行けないという
人は、是非、ご利用ください。

図書館に行こう

図書館の本を読んで、挑戦してみました！
～デジカメ写真編～

ぐんぐんせがのびるひみつ
大久保友博／絵　児玉浩子／監修
少年写真新聞社
　今日は健康診断。何センチ大き
くなったかな。背が伸びるのはなぜ
だろう…。毎日成長し続ける子供た
ちに向けて、大きくなるために必要
な３つのポイントや、成長ホルモン
の働きを楽しく解説した絵本。

ムリなくできるラクラクお弁当
脇 雅世／著　講談社　
　手早くできる６つのポイントで、
朝慌てない。著者が実際に娘たち
に作っていたお弁当を、簡単に分
かりやすく紹介。冷めても美味し
い肉・魚のおかず33品、使える副
菜80品ほか、御飯・麺・パンのア
イデアも満載。

精神分析が面白いほどわかる本
心の謎を探る会／編
河出書房新社
　厳格な家庭で育った“良い子”が
突如牙をむく理由とは。あなたの中
に潜む“信じられない別の私”と出会
う本。例え話やイラストをたっぷ
り盛り込んだ、世界一面白くて分か
りやすい、精神分析の入門書。

　今年も様々な催しを企画してい
ます。ご家族やお友達同士で、是非、
図書館にお越しください。
・期間中のイベント
　（詳細は、図書館だよりやチラシを
ご覧ください）

●さわってみよう大型絵本、見て
みよう人気絵本

●つくってみよう！自分だけの絵本
●児童書のリサイクル会など

■期間　４月～平成26年３月
　　　　　（１年間）
■とき　毎月第２土曜日（予定）
　　　　午後１時30分～３時30分
■募集数　15人程度
■対象　　小学校４～６年生

■開講式　４月27日㈯
　　　　　午後１時30分～
※事前に窓口でお申し込みくだ
さい。

※詳細は図書館内に掲示してい
る募集要項をご覧ください。

日 月 火 水 木 金 土

17 18 19 20
21 2322

3029
24 25 26 27

28

１ ２ ３ ６４ ５
７ ８ ９

15 1614

10 1311 12

○４月の休館日（○…休館日）
おいでよ！おはなし会

　ボランティアの皆さんによる紙
芝居や読み聞かせが楽しめます。
●とき　　
　４月13日㈯　午後３時～４時
　４月27日㈯　午前11時～正午
●ところ　児童コーナー

新
刊

募
集

新
刊

新
刊

特
集

お知
らせ

▼はじめての大きな字で
らくらくデジカメ

　木村幸子・渡辺 遼／著
　秀和システム

　４月は皆さんにとって、新しく何か
を始めたいときではないでしょうか。
私は印象的に撮ることが苦手だったデ
ジタルカメラの撮影を克服しようと思い、
この一冊を選んでみました。本書には
カメラの構え方、撮影モードの選び方、
撮影のコツなどがとても分かりやすく
書いてあり、「ああ、そうだったのか」と
うなずく箇所が多くありました。
　早速、大きくて印象的な動物である
牛を撮りに牛舎まで行きましたが、や
はり大きな牛を目の前にすると、つい
緊張感が…。ですが、今回この本を読
んで、自分なりにシャッターを押す前にど

こにポイントを置こうか、光がどこか
ら入り込んでいるかなどを考えて撮る
ことができました。皆さんも、図書館
にあるデジカメの
本を読んで、印象
的なデジカメ写真
を撮ってみません
か。

平成25年度
こども司書講座
受講生募集

４月23日から５月12日は
こどもの読書週間

図書館や本について、
楽しく学んでみませんか？

日曜・祝日当番医 夜間当番医（午後７時～10時）
内
科

外
科

歯
科

月 月 日 曜日 所在地 電話 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名

病医院名

所在地 電話

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

◎
○
印
は
午
前
９
時
〜
正
午

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆救急指定病院　日田中央病院（淡窓２丁目）　☎㉓3181　　　聖陵岩里病院（銭渕町）　　　　　　☎㉒1600
　　　　　　　　済生会日田病院（清水町）　　☎㉔1100　　　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）　☎㉔6270
◆大分県こども救急電話相談　☎097-503-8822又は♯8000（携帯電話、プッシュ回線）
◆こどもの救急ホームページ　社団法人日本小児科学会  http://kodomo-qq.jp

聖陵花月クリニック
河津内科呼吸器科
桂 林 病 院
こじかこどもクリニック
若 宮 病 院
麻生小児科医院
坂 東 小 児 科
岩 尾 病 院
隈 診 療 所
佐 藤 内 科 医 院

清 水 町
石井町2丁目
城町１丁目
清岸寺町
南 元 町
淡窓２丁目
誠 和 町
淡窓２丁目
隈１丁目
田島１丁目

27 - 5 0 5 0
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 1 2 3 1
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 3 3 0 0
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 1 1 7 0

城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院
原 病 院
城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院

※せさき歯科医院
石 﨑 歯 科 医 院
石 井 歯 科 医 院
桑 野 歯 科 医 院
※髙木歯科医院
酒 井 歯 科 医 院
内 川 歯 科 医 院
※村山歯科医院
おおくら歯科医院
武 内 歯 科 医 院

元 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目
三本松２丁目
元 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町

23 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1
2 2 - 7 1 5 1
2 3 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8

中央１丁目
三本松１丁目
日ノ出町
隈２丁目
三本松２丁目
港 町
元 町
本 町
本 町
元 町

23 - 6 4 8 1
2 2 - 3 0 4 1
2 4 - 6 8 8 6
2 2 - 2 5 5 6
2 2 - 2 3 1 7
2 3 - 6 4 8 0
2 2 - 0 3 2 0
2 2 - 3 3 0 3
2 2 - 0 2 2 2
2 2 - 3 0 3 4

7
14
21
28
29
3
4
5
6
12

4

5

7
14
21
28
29
3
4
5
6
12

4

5

7
14
21
28
29
3
4
5
6
12

4

5

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

4 佐 藤 内 科 医 院
日 野 内 科
岩 尾 病 院
麻生小児科医院
隈 診 療 所
膳 所 医 院
聖陵花月クリニック
松浦クリニック
若 宮 病 院
下 飛 田 小 児 科
福 田 医 院
こじかこどもクリニック
坂 東 小 児 科
河津内科呼吸器科
佐 藤 内 科 医 院
日 野 内 科
岩 尾 病 院
麻生小児科医院
聖陵花月クリニック
隈 診 療 所
桂 林 病 院
松浦クリニック
福 田 医 院
河津内科呼吸器科
膳 所 医 院
佐 藤 内 科 医 院
下 飛 田 小 児 科
こじかこどもクリニック
若 宮 病 院
聖陵花月クリニック
日 野 内 科
松浦クリニック
麻生小児科医院
坂 東 小 児 科

岩 尾 病 院
隈 診 療 所

田島１丁目
天 神 町
淡窓２丁目
淡窓２丁目
隈１丁目
本 町
清 水 町
中央１丁目
南 元 町
中央１丁目
清岸寺町
清岸寺町
誠 和 町
石井町２丁目
田島１丁目
天 神 町
淡窓２丁目
淡窓２丁目
清 水 町
隈１丁目
城町１丁目
中央１丁目
清岸寺町
石井町２丁目
本 町
田島１丁目
中央１丁目
清岸寺町
南 元 町
清 水 町
天 神 町
中央１丁目
淡窓２丁目
誠 和 町

淡窓２丁目
隈１丁目

22 - 1 1 7 0
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 6 1 6 1
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 3 2 9 2
2 7 - 5 0 5 0
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 1 1 4 8
2 2 - 1 6 4 8
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 3 3 0 0
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 1 1 7 0
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 6 1 6 1
2 4 - 2 3 2 3
2 7 - 5 0 5 0
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 1 2 3 1
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 1 6 4 8
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 3 2 9 2
2 2 - 1 1 7 0
2 4 - 1 1 4 8
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 7 1 7 1
2 7 - 5 0 5 0
2 3 - 6 0 0 9
2 4 - 4 1 5 5
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 3 3 0 0

2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 0 0 3 3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
1
2
3
4

5
6

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

日
月

※救急指定病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診により、救急指定病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記の「当
番医」で受診しましょう。

◯

◯

◯

5

日曜・祝日当番医、夜間当番医は、次回から毎月15日号に掲載します

2013. 4. 12013. 4. 1 2627
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　広報ひたは、資源保護のため古紙再生紙と植物油インキを使用しています。

　
観
光
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
迫
力
あ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
続
け
て
い
る
岳
滅
鬼
太
鼓
。

平
成
４
年
か
ら
地
域
に
元
気
を
届
け
よ
う
と
活
動

を
始
め
、
現
在
は
５
人
で
年
間
約
40
回
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
重
石
拓
也
さ
ん
が
岳

滅
鬼
太
鼓
に
入
っ
た
の
は
６
年
前
。
バ
ン
ド
で
ド

ラ
ム
を
担
当
し
て
い
た
頃
、
地
元
の
夏
祭
り
で
岳

滅
鬼
太
鼓
の
演
奏
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。

　
「
岳
滅
鬼
太
鼓
に
は
楽
譜
が
あ
り
ま
せ
ん
。
練

習
で
は
、
音
遊
び
の
よ
う
に
一
人
が
叩
い
た
リ
ズ

ム
に
み
ん
な
が
音
を
乗
せ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で

曲
を
作
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
も
そ
の
場
の
雰
囲

気
に
合
わ
せ
て
ア
ド
リ
ブ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
演

奏
す
る
の
で
、
い
つ
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
話

す
重
石
さ
ん
。

　
２
月
に
は
日
田
市
の
元
気
を
発
信
し
た
い
と
初

の
海
外
公
演
で
あ
る
台
湾
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
演
し

ま
し
た
。
「
お
客
さ
ん
の
反
応
が
良
く
て
、
と
て

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
言
葉
は
通
じ
な
い
け
れ

ど
、
音
で
気
持
ち
が
通
じ
合
っ
た
気
が
し
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」
と
ス
テ
ー
ジ
の
熱
気
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
岳
滅
鬼
太
鼓
の
活
動
は
、
音
楽
の
幅
も
広
げ
て

い
ま
す
。
観
光
祭
で
は
マ
ー
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
と
一

緒
に
演
奏
を
し
た
り
、
市
内
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で

D
J
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
、
次
々
に

新
し
い
音
楽
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
「
太
鼓
は

日
本
の
文
化
で
す
が
、
岳
滅
鬼
太
鼓
に
は
時
代
に

合
っ
た
音
楽
と
一
緒
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

面
白
さ
が
あ
り
ま
す
」
と
重
石
さ
ん
。
　

　
メ
ン
バ
ー
の
夢
は
３
０
０
年
後
も
岳
滅
鬼
太
鼓

が
活
動
し
て
い
る
こ
と
。
「
こ
れ
か
ら
の
岳
滅
鬼
太

鼓
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
」

　
岳
滅
鬼
太
鼓
の
音
は
、
メ
ン
バ
ー
の
夢
を
乗
せ

て
時
代
の
音
を
乗
せ
て
、
地
域
に
元
気
を
届
け
ま

す
。

９

ＨＩＴＡＪＩＮ
ひ　た　じ　ん

山田町／重石 拓也さん

太
鼓
の
響
き
に
夢
を
乗
せ
て

たくや

が
く

き
め

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
災
害
に
始
ま
り
、
政
権
交
代
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
新
た
な
緊
張
な
ど
未
来
に
大
き
く
影
響
す
る
よ

う
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年
の
豪
雨
災

害
被
害
に
対
し
ま
し
て
は
、
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
が
、
地
域
を
元
気
づ
け
る
新
た
な
事
業
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
活
動
を
始
め
る
の
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
え
絆
く

ら
ぶ
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
上
津
江
・
中

津
江
地
区
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
問
題
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
新
た
な
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
事
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
え
絆
く
ら
ぶ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
配
ら
れ

た
「
案
内
チ
ラ
シ
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
ご
挨
拶
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

「
集
落
で
は
〝
手
間
換
え
〞
の
習
慣
が
あ
り
、
お
互
い

が
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
核

家
族
化
が
進
ん
だ
上
に
、
隣
近
所
の
家
も
減
っ
て
き
た

今
日
で
は
、
そ
ん
な
絆
を
持
ち
た
く
て
も
持
て
ま
せ
ん
。

こ
こ
上
津
江
・
中
津
江
の
地
で
生
き
て
い
こ
う
と
決
め

た
私
た
ち
は
、
将
来
に
向
け
て
こ
の
地
な
ら
で
は
の
絆

で
、
新
し
い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
21
人
で
発

足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
え
絆
く
ら
ぶ
は
、
『
み
ん
な
が
支
え

合
う
地
域
』
『
元
気
な
地
域
』
『
自
立
し
た
地
域
』
を

目
指
し
て
活
動
す
る
非
営
利
の
団
体
で
す
」

　
こ
の
挨
拶
文
の
中
に
は
、
地
域
に
対
す
る
思
い
、
地

域
に
住
む
方
々
へ
の
思
い
、
そ
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域

へ
の
愛
着
と
そ
こ
で
生
き
て
い
く
決
意
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
に
は
、
地
域
へ
の
思
い
が
根
幹
に
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
地
域
（
日
田
）
づ
く
り
の
原

点
を
忘
れ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
信
じ
、
今
年
度

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。


